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平成26年度補正　ものづくり・商業・サービス革新補助金

　物にあふれている世の中で、本物を見極めるのは難しい
です。生産の努力、加工者の誠実性、適正な販売価格、ど
のプロセスにおいても、芝山農園は正直でありたい。そし
てお客様が迷うことなく選択できる商品づくりをしていき
たい。それを行うには、日々の研究努力が必要です。農家
ではなく、加工業者
ではなく、食を扱う
食品メーカーとして
のプライドを持ち、
皆様に愛される本
物をこれからも提供
し続けていきたいと
思っています。

　地域の資源である農産物の価値を最大化し、老若男女誰
でもいつでも楽しめる農産加工品を開発していきたいと考
えています。
　又、IDRP（地域資源集積団地）をさらに発展させ、地域
の学生たちに、地方ならではの産業を見直してもらい、地
元に眠っている価値を発掘開発し、地域産品を誇りに思っ
てもらい、農産業が継続していけるよう努めて頂きたいと
思っています。
　又、さつま芋はアレルギーや宗教性の食文化にも影響が
なく、全世界の人が美味しく楽しめる食品です。
　日本の技術で完成された万能食品を、世界中の人に堪能
していただき、行く末は、宇宙での食としても利用してい
ただけるよう、芝山農園はさつま芋事業の開発研究を進め
ていきたいと思います。
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事業テーマ

08

［事業類型］一般型
	 設備投資のみ

［対象類型］革新的サービス

株式会社芝山農園

生産者、消費者、バイヤーの
各ニーズに応える焼き芋開発事業

事業実施の成果

今後の展望

　本事業では、「自社農園で栽培されたさつま芋」を独自
の技術・設備で加工し、安全で高品質の「焼き芋」(商品）
の開発を行いました。
　昨今においては、農産物の価値を最大化することにより、
世の中に一次加工品の新たなジャンルが見直され始めてい
ます。本商品は素材の味のみで勝負でき、無添加無加糖の
自然食を再現することにより、現代の食文化に寄り添うこ
とができました。また、周年供給は困難だったさつま芋を
加工し、夏場も楽しめる商品に作り上げたことにより、店
頭の売り上げ向上や、消費者の満足度も上がり、狙い通り
の実績を上げています。
　さつま芋の生産だけではなく、消費者のもとに届く姿に
なるまで、こだわりをもち、本物の商品づくりを心がけ、
末永く愛される逸品に仕上げました 。

代表取締役社長　篠塚 佳典

企業データ

主な事業・業種 農業・加工業・店舗

得意分野 生産業・加工業

所在地 本社：
〒287-0024 千葉県香取市福田500-25
事業実施場所：
〒287-0102 千葉県香取市岩部1940-5

ＴＥＬ 本社：0478-59-0784
事業実施場所：0478-79-0406

ＦＡＸ 本社：0478-79-0794
事業実施場所：0478-70-5711

設　立 2012年2月20日	

代表者 代表取締役社長　篠塚 佳典

従業員数 25名

資本金 700万円

売上高 5億円（令和元年）

ＵＲＬ http://shibayama-f.com

Email info@shibayama-f.com

●本事業への取組みの経緯・目的
　株式会社芝山農園は、消費者の皆様に、旬のおいしい野菜、安全・安心な野菜を提供
することをモットーとしている青果卸です。千葉県香取市にて、自ら農業生産を行うと
同時に、千葉県やその他全国の野菜を厳選して仕入れ、卸販売をおこなっております。
　競合の青果卸業者が安価な輸入野菜に押され、価格競争に巻き込まれる中、自ら農業
生産をしながら、卸業を行うことが強みとなり、「農家の目で選別した“今、美味しい野菜”
を提供する問屋」として評価をいただいております。
　千葉県内生産者を中心に適地適作で生産された青果を仕入れ、関東圏内の市場の他、
食品加工業者、コンビニエンスストアに販売をおこなっており、地域に根差した地方バ
イヤーとしての業務を実施しております。そのような中、近年のさつま芋人気とヘルシー
なスイーツ商品を求める消費者のニーズを反映し、取引先のコンビニエンスストアから、
焼き芋加工の相談をいただきました。
　千葉県は、農産物産出額全国第３位を誇り、中でもさつま芋は、食用イモの生産・販
売で全国第１位であり、落花生と並ぶ千葉県の特産物といえます。しかし、徳島や鹿児
島、川越等におされ“千葉のサツマイモ”のブランド化が遅れています。そこで本事業で
は、千葉県焼き芋加工一番店を目指し、生産者、消費者、バイヤーに革新的なサービス
を提供することを目的とし、新商品開発に取り組みました。


